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問題 7� �
次の正項級数はいずれも収束することを示せ。
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問題 8� �
次の正項級数は収束するか発散するか答えよ。
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宿題 9� �
次の級数は絶対収束するか条件収束するか発散するか答

えよ。

(1)

∞∑
n=1

(−1)n.

(2)

∞∑
n=1

(−1)n sin2
1

n
.

(3)

∞∑
n=1

(−1)n sin
1

n
.

� �
宿題 10� �
漸化式 Fn+2 = Fn+1 + Fn, F1 = F2 = 1で定まるフィボ

ナッチ数列 (Fn)について、（正項）級数
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Fn
は収束す

ることを示せ。� �


